
有
害
サ
イ
ト
の
性
描
写
は
、女
性
の
人
権
無
視
や

暴
力
的
な
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、性
に
関
す
る
倫

理
観
、
価
値
観
を
蝕
ん
で
い
る
。
子
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
有
害
な
情
報
や
危
険
が
あ
ふ
れ
て
お

り
、
憂
慮
す
べ
き
事
態
だ
。「
大
人
の
責
任
」
を
自

覚
し
て
、
し
っ
か
り
向
き
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

青
少
年
は
未
来
の
福
井
を
担
う
存
在
。
次
世

代
の
若
者
た
ち
が
良
く
な
る
よ
う
に
、
最
大
限

努
力
す
る
。
「
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
供
も
変
わ

る
」
と
県
民
運
動
を
精
力
的
に
展
開
す
る
。 

東
京
都
は
「
青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る
条
例
」
を
定
め
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
児
童
ポ
ル
ノ
根
絶
、
携
帯
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の

厳
格
化
、
ネ
ッ
ト
上
の
有
害
情
報
に
か
か
る
努
力
義
務
な
ど
を
訴
え
、

行
政
・
事
業
者
・
保
護
者
の
責
務
の
自
覚
を
強
く
促
し
て
い
る
。

 

 

大
阪
府
は
「
青
少
年
健
全
育
成
条
例
」
を
定
め
、
審
議
会
で
条
例

を
常
に
点
検
。「
性
的
虐
待
、
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
青
少
年
保
護
、

ス
マ
ホ
時
代
に
大
人
が
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
」
な
ど
の
調
査
研
究

を
行
い
、
提
言
書
を
出
し
て
い
る
。
動
画
で
ス
マ
ホ
の
危
険
性
を
訴

え
て
い
る
。（
←
「
会
っ
た
こ
と
の
な
い
相
手
に
顔
写
真
を
送
っ
た
ら
、

裸
の
画
像
と
合
成
さ
れ
て
脅
さ
れ
た
」
と
い
っ
た
事
例
の
動
画
）

 

 

福
井
は
「
青
少
年
愛
護
条
例
」
や
審
議
会
は
あ
る
が
、
優
良
図
書
、

有
害
図
書
の
選
定
、
テ
レ
ク
ラ
の
禁
止･

･
･

な
ど
現
状
に
そ
ぐ
わ
な

い
。
条
例
改
正
と
、
突
破
力
の
あ
る
取
り
組
み
を
強
く
求
め
る
。 

                       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

 

未
成
年
者
に
対
し
「
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
」
「
売
春
を
強
要
す
る
」

「
シ
ン
ナ
ー
や
覚
せ
い
剤
を
密
売
す
る
」
な
ど
未
成
年
者
の
心
身
に
有
害

な
影
響
を
与
え
、
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
悪
質
な
犯
罪
を
「
福
祉
犯
罪
」

と
言
い
ま
す
。
県
警
に
よ
れ
ば
、
昨
年
度
の
福
祉
犯
の
数
は 

 

人
。 

  

さ
ら
に
、
済
生
会
病
院
に
設
置
さ
れ
た
「
性
暴
力
救
済
セ
ン
タ
ー
ひ
な

ぎ
く
」
で
は
、
性
暴
力
に
遭
わ
れ
た
方
の
相
談
・
診
療
治
療
・
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
な
ど
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
警
察
や
法
テ
ラ
ス
な
ど
関
係
機
関

と
連
携
す
る
な
ど
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
被

害
者
の
年
齢
は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
十
代
が 

半
数
以
上
で
す
。 

  

ま
た
、
私
の
教
員
時
代
（
約
十
年
前
）
、 

生
徒
指
導
に
当
た
っ
て
い
て
「
ネ
グ
レ
ク 

ト
（
養
育
放
棄
）
」
の
ご
家
庭
が
出
て
き 

て
び
っ
く
り
し
て
い
た
の
で
す
が
、
今
や 

「
親
が
集
金
等
を
払
わ
な
い
う
え
、
あ
き 

ら
め
て
自
分
で
学
費
を
稼
ご
う
と
す
る
子 

ど
も
の
、
そ
の
ア
ル
バ
イ
ト
代
を
搾
取
す
る
」 

と
い
う
、
親
と
し
て
の
自
覚
を
疑
い
た
く
な
る 

ケ
ー
ス
ま
で
何
件
も
聞
こ
え
て
き
て
い
ま
す
。 

  

私
は
、「
青
少
年
を
健
全
に
育
成
す
る
」
取
り
組
み
は
学
校
の
中
か
ら
だ

け
で
は
限
界
が
あ
る
と
痛
感
し
、
困
難
承
知
で
今
の
立
場
を
選
ん
だ
身
で

す
。
で
す
か
ら
、
昨
今
の
事
件
や
ト
ラ
ブ
ル
を
受
け
、
今
議
会
の
一
般
質

問
で
、
「
子
た
ち
を
健
や
か
に
育
て
る
の
は
大
人
の
責
任
だ
」
と
、
「
き
ち

ん
と
向
き
合
っ
て
欲
し
い
」
と
、
力
説
し
た
次
第
で
す
。 

 

今
後
も
主
張
し
続
け
た
い
と
決
意
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

ま
と
な
っ
て
は 

 

第 29号 

 

50人 

10 代 

20 代 

30 代 

40 代 

年齢不詳 

36 
9人 

Ｈ27年度の性暴力被害者 84人 

 



●イノシシ 

 

 昨シーズンは集中捕獲も含め捕獲数はまた最高数を更新し、猪の被害 

面積など被害は 6割の減少です。でも「昨年はどんぐりが豊作だったの 

で栄養満点で子供が増えているだろうけど、もし今年が不作なら今シー 

ズンはたくさん出てくるかも」との不安の声もあり、油断大敵です。 

 そんな中、越前市ではモデル地区を決めて被害防止を強化しています。 

 先日、入谷町で行われた「電気柵の点検」の一コマをご紹介します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※入谷町は 30軒弱の集落ですが、防護柵の設置距離はかなり 

長い！でもさすが、みごとにピンと電気柵が張り巡らされて 

います。点検を行い、守りを強化することで、猪は他へ行く 

でしょうね！･･･って、もしかしてうちへ来る？！（＾＾；） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●イノシシ肉でアンチエイジング！ 

 

 認知症予防や美肌効果など、アンチエイジング（老

化防止）で注目を集める「コエンザイム Q10（CoQ10）」

という栄養素が、イノシシ肉に多く含まれているそう

です。それも一般的に CoQ10 が多いとされている牛肉

や豚肉の 2倍以上！ 

  

美味しいお肉は、猪の仕留め方や血抜きなどのやり

方次第だそうで、ベテランのハンターは処理の仕方も

とってもお上手です。これぞ「山の文化」と思うので

すが、これ、結構秘伝の技だったりして、「消えてしま

わないかしら」と心配しています。 

ぜひぜひどなたか、猟とともに、処理技術も継承し

ていって欲しいと願い、取り組んでいくつもりです。 

  今
年
度
は
産
業
常
任
委
員
会
に
所
属
。

産
業
振
興
や
観
光
、
農
林
水
産
に
関
し
、

突
っ
込
ん
で
議
論
し
ま
す
。 

  

電気柵の点検。 

砂利やアスファルトのところは

電圧が下がります。 

どうしても道路を横切らなくて

はならない場合とか護岸とか、注

意箇所の対処法を探ります。 

山際の草刈がポイントです。 

電圧は 4000ボルト以上あって欲しいそうで、

テスターで測って確かめます。上より下のほ

うが低くなりがちで、電圧の低い場合はその

原因箇所を探り、直していきます。 

このテスターは良いですね！私も早速試しに

購入してみました。「集落にひとつ、あるとい

いのだけど」･･･とのことです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丹南地域に生息する猿の集団は、「被害レベル３」で、全頭

捕獲の対象ではありませんので、集団の弱体化を目指します。 

嶺南では、これまでの捕獲によって逆に群れが分散して増え

てしまい、現状も掴みづらい状況になってしまいました。猿の

捕獲には、用心と工夫が必要です。 
 

自然界の猿は「母系集団」で、出産経験のある「メス」がボ

スです。ボス猿を捕獲してしまうと群れが分断、散り散りにな

ってしまい、かえって被害が広がります。そこで、群れの構成

上、とっても影響の少ない「子供、オス、出産経験のない若い

メス」を対象とします。 
 

 動き回る猿の捕獲はまだまだ模索中で、新たな試みもありま

すが、地域の皆様のご理解とご協力の程をよろしくお願いいた

します。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
「スリングショット」 

競技用パチンコです 

 
武器も進化「電動ガン」 

●猿 

 

 

今、一番多くの集落を悩ませているのは猿ではないでしょうか。猿対応の網やロケッ

ト花火で追い上げるなどの自衛策をお願いしてきておりますが、「猿もさる者」人のや

り方をじっと見て、それを突破しに来ます。 

「もうロケット花火に慣れてしまっている。」、「子ザルも入れて 60頭以上いる」、「網

の甘かったところから入られた」、「ほうれん草を捕って、川で土を洗い落として食べて

いた」などなど、あちらこちらから悲鳴があがります。 

委員会でも取り上げて質問しましたが、結局のところ、「猿とは『戦い』なんです。」

と、担当者に言われました。本当に厄介です。 

 

●これまでの取り組みと個体数管理計画 
【県の取り組み】 

①柵の整備 県全体で H35年までに 2800ｋｍ張り巡らせる計画のうち、7割完了。 

②個体駆除 個体数管理、罠、檻の購入費支援  

くくりわなは昨年度 1,000から 2,300に増加 

③体制強化 防護柵の設置・管理の技術講習会開催、 

免許取得者を増やす 
 

 

【管理計画で捕獲目標設定】 

●鹿  現在約 32,000頭いると予測する ⇒ 年間 10,000頭捕獲が目標 

●猪  正確な生息数の予測はできない ⇒ 被害面積 200ｈａに抑える 

年間 10,000頭以上捕獲が目標 

●猿  現在 63の群れがあり 4,400頭生息すると予測する 

そのうち被害を及ぼすのが 44の群れ約 2,200頭 

⇒Ｈ32年度末までにこれを半減させるのが目標  

防護柵が破られたら自動的に通報するシステムも活用。 

   

※越前市では「サルどこネット」で猿の出没

情報を発信・共有しています。（PC,スマホ対応） 

お申し込みは越前市農林整備課へ 



★ ラジオ「丹南ＦＭ79.1」       

「県議会 夢 通信」 

７月 16 日(土)午後４時～４時半 

再放送 17 日(日)午前９時～９時半 
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事務所：越前市村国 1丁目 2－11  

TEL・FAX ４２－５８８８ 

 

７月 6日（水） 
「村国コミュニティーセンター」 
と き 午後 7 時～ 

会 場  村国 1 丁目 
※武生国高郵便局角を南に   

曲がった山側正面付近  

 

テーマ「熊本地震の教訓」 
 

 

お
わ
り
に 

 

◆
週
末
、
こ
の
春
か
ら
隣
県
の
高
校
に
勤
め
始
め
た
娘
が
帰
省
し
ま
し
た
。 

彼
女
に
イ
マ
ド
キ
の
高
校
生
事
情
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、 

「
今
の
高
校
生
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
本
名
で
登
録
す
る
ん
や
で
！ 

す
ご
く
危
険
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
元
に
ス
マ
ホ
で
同
じ
学
校
の
人
と
つ
な
が
り
、
学
年
を
超
え

て
も
つ
な
が
る
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
あ
こ
が
れ
の
先
輩
の
日
常
を
見
る
こ
と
も
で

き
る
。
入
っ
た
ば
か
り
の
一
年
生
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
三
年
生
と
つ
な
が
る

な
ん
て
、
私
た
ち
の
頃
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
」 

と
の
こ
と
。
先
日
ま
で
大
学
生
だ
っ
た
者
が
今
の
高
校
生
を
見
て
驚
く
の
で
す
か 

 

ら
、
携
帯
電
話
を
活
用
す
る
若
者
た
ち
の
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ラ
イ
ン
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な

ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
の
使
い
方
の
変
化
や
広
が
り
に
は

驚
か
さ
れ
る
ば
か
り
で
す
。
さ
ら
に
、 

「
自
分
の
顔
写
真
や
面
白
い
画
像
を
ア
ッ
プ
し
て
、
そ
れ
を
見
た
人
の
反
応
数

（
『
イ
イ
ネ
』
と
ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
れ
た
人
の
数
）
が
増
え
る
と
嬉
し
く
な
る

の
で
、
ど
ん
ど
ん
ふ
ざ
け
た
画
像
を
出
す
。」 

「
『
そ
れ
は
学
校
の
仲
間
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
日
本
中
、
世
界
中
の
人
に
見
せ
て
い
る

こ
と
に
な
る
の
よ
』
と
か
『
時
間
が
経
っ
て
も
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
は
消
え
な
い

よ
』
と
か
言
っ
て
も
止
め
な
い
。
」
と
憂
え
て
い
ま
す
。 

実
際
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
に
関
わ
る
事
件
は
増
え
る
一
方
で
す
。 

 

 
 

「
人
と
の
つ
な
が
り
」
は
、「
相
手
を
直
接
見
て
そ
の
言
動
を
知
っ
て･

・
・
」

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
の
が
基
本
で
、
相
手
の
表
情
や
声
の
調
子
な
ど
か
ら

気
持
ち
を
察
し
た
り
、
喧
嘩
の
あ
と
の
関
係
修
復
を
し
た
り
、
行
動
で
感
じ
取
っ

た
り
と
い
う
複
雑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
、
家
族
や
友
人
と
の
直
接
的

な
関
わ
り
か
ら
だ
ん
だ
ん
身
に
つ
く
も
の
で
す
。
ス
マ
ホ
に
頼
り
、
直
接
的
な
人

間
関
係
が
希
薄
に
な
る
若
者
た
ち
を
見
て
い
る
と
、
将
来
的
に
、
国
民
性
も
が
大

き
く
変
わ
る
よ
う
な
気
が
し
て
恐
ろ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
こ
と
に
無
関
心
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
社
会
に
し
て
し
ま

っ
た
「
大
人
の
責
任
」
を
自
覚
し
、
す
で
に
取
り
組
み
始
め
た
他
県
の
施
策
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
今
こ
そ
福
井
も
行
動
す
る
必
要
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。 

 

７月 21日（木） 
「家久公民館」 
とき 午後 7 時～ 

会場 家久町 71-34-11 

テーマ「青少年の健全育成 

防災等」 
 

 

 

http://www.kawori-hosokawa.com/

